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展示委員会 

展示委員会は、JIRA の中核である展示事業において、事務局と連携の上、画像医療システム産業の発展に貢

献する展示会の企画を立案し、円滑な展示会運営を推進する。 
ニューノーマル時代におけるこれからの 3 か年は、学会併設展示会としての在り方を、どの様な方向に導くのかを

見極める重要な 3 か年となる。過去の実績に捕らわれず、学会の動向を踏まえた新たな概念をもった展示会計画が

必要と考える。 
2021 年度の活動としては、ウィズコロナの初年度として JRC として初めての試みであるハイブリッド方式による

JRC2021 と連動し、REAL 展示と WEB 展示開催として ITEM2021 を運営する。また、今後の ITEM 継続のた

めに REAL、WEB 双方の利点・問題点を把握する機会となる。 

本核医学学術総会併設展示会も含めて出展社・来場者に対して各々が参加し易く、且つ、より有用な展示会とな

ることを目指して以下の施策を実行していく。 

 従来の出展募集、出展要項、展示規程を WEB 展示開催による見直しを含め、展示会の着実な運営を行う。 
 REAL 展示に関しては、新型コロナ感染防止対策を実施し、来場者・出展社の安全を図る。 
 また、2021 年以降中期計画として以下の事業活動に注力する。 
 長年の出展社から強い要望があった来場者、出展社の利便性を高める来場者情報の完全なデジタル化によ

る取得を図る。 
 AI をはじめとする IT 系スタートアップ企業や海外企業などに対し、国際医用画像総合展への参画を募り、

ITEM 来場者へ新たなカテゴリーの情報を提供する。 
※ RSNA・ECR への出展を見送る判断をしたため。 

 ニューノーマル時代となり、ITEM 会場へ足を運べない方への対応策として、Web サイトを活用したバーチャ

ル展示会やサテライト会場を提供し、展示・セミナーなどのリアルタイムで相互コミュニケーションを可能とする

ような新たな構想を図る。 
 企画立案を強化するために、JIRA 会員企業より展示委員会への参画を募り、IT 関連の知識も携えた人材

育成を図りたい。 

1. 展示会の運営及び企画・準備 
 2021国際医用画像総合展 ITEM2021開催運営 
パシフィコ横浜展示：4 月 16 日～18 日 
 JRC と協議の上、新型コロナ感染防止対策を実施し、来場者・出展社の安全を図る。 

 新型コロナウイルス感染防止対策マニュアル作成・配布 
 入退場管理システムの導入 
 出展社の入場制限実施 
 協力業者の入場対策実施 
 参加者の安全確保 
（消毒液設置・サーモグラフィー設置、ソーシャルディスタンスの確保、注意看板の設置） 

 各ブースに来場者された学会登録者、ITEM 参加者の情報を出展各社への提供を推進する。 

Web 展示：5 月 12 日~6 月 3 日 
 出展社にとって価値ある Web 展示会場づくり、来場者が参加し易い魅力ある Web コンテンツの作成 
 JIRA 特定テーマ展示・薬機未承認展示を設け JIRA、学会併設展示会ならではの企画をする。 
 学会各プログラムセッションと関連技術・製品情報のリンクを貼り、WEB 展示会との紐づけの実現を検討 

 第 61回日本核医学会学術総会/第 41回日本核医学技術学会総会学術大会併設展示会 
（名古屋国際会議場、11月４日～６日）開催運営 
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 2022国際医用画像総合展 ITEM2022の企画準備 
 第 62回日本核医学学会学術総会/第 42回日本核医学技術学会総会学術大会併設展示会並びに 
第 13回世界核医学会（京都国際会館、2022年 9月 7～11日）企画準備 

2. 展示関連の課題について、解決・改善を図る。 
 ニューノーマル時代における REAL展示開催の概念の見直し、集客については、従来の多数来場数より
も来場者の質を重視する。 

 REAL、WEB各展示会実施に向け、展示会の運営要項を見直し、出展各社が公平、且つ効果が見込める
展示会となるように努める。 

 JRC合同実行委員会に対し、より良い展示会開催を目指して提言を行う。 
 中長期的には、今後、JRC、核医学学会がオンライン開催に変化した場合を想定し、ITEM・核医学会併
設展示会もWEB展示単独開催となった場合に、集客力のある具体的内容を検討する。 
また、ITEM、核展示会の展示会に限らず、全ての会員企業に対して、年間を通じた有益なプロモー
ション施策を JIRA事務局と創出し、提供の検討に取り組む。 

以上、JRC2021 にて REAL、WEB 各展示会を実施し、その後の課題について、展示委員会で改善を図り、参

加企業にとって、より有益な展示会となるよう、新たな展示会施策を考案する。 
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